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京都画廊連合会ニュース

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木

京都国立近代美術館
左京区岡崎公園内　761-4111

京 都 国 立 博 物 館
東山区東大路七条西　541-1151

京都府　　　　
京都文化博物館
中京区高倉通三条上ル

222-0888

2F

3F

4F

5F

6F

別館

　小川千甕（1882～1971）は、明治末期から昭和期までの長きにわたって、仏画師・洋画 
家・漫画家・日本画家として活躍した画家である。京都市中京区六角麩屋町の書肆「柳枝軒」
の家に生まれた千甕は、少年時代は仏画師のもとで修業。その後、入洛した浅井忠に弟子入
りし洋画を学ぶ一方、新感覚の日本画も発表し始める。同じ頃、京都市立陶磁器試験場の絵
付け技手となったことをきっかけに「千甕」（せんよう）の雅号を用い、俳画や挿絵の画家
としては「ちかめ」の名でも親しまれた。 明治末、28歳で東京へ越し、『ホトトギス』など
に挿絵、漫画を発表して人気を博した。さらに1913（大正２）年には渡欧し、印象派の巨匠
ルノワールにも会っている。帰国後は日本美術院に出品し、本格的な日本画家として活躍し
た。戦後は個展活動により作品を発表し、晩年には富岡鉄斎を思わせるダイナミックな筆遣
いの南画（文人画）で愛された。
　本展は、千甕の初期から晩年に至る仏画、洋画、漫画、日本画約140点とスケッチブック、
工芸などの資料を一堂に展示し、その芸術を紹介する初めての回顧展である。

　「この世の中を少しずつでも美しくして行きたい。私の仕事は、そのささやかな表れであ
る。」という北大路魯山人の言葉が表すように、魯山人の作品は、生活の中において「使う」
ことで一層の輝きを放ちます。本来、「美」というものは、ただ観念としてではなく、生活

の中で具体化されてこそ意味があります。「用」とは「美」を具体化
させていく創造の場なのではないでしょうか。
　魯山人の創り出した作品は、国内はもとより、ニューヨーク近代美
術館をはじめ海外でも高く評価され、没後半世紀を経た今なお、ます
ますその評価は高まっています。
　本展覧会は、何必館コレクションの中から厳選された作品約120点
を、初公開の作品も含め、「陶」「書」「茶」「花」「食」の５つのテーマに分け、全館を使い展覧い
たします。今回は特に、古材、更紗、根来など、取り合わせに工夫を凝らし、魯山人作品の新たな
美を引き出しました。生涯をかけて日本の美と食を追求した魯山人の全容を知る、これまでにない
画期的な展覧会になります。この機会に是非ご高覧ください。

と　き／12月８日（火）～１月31日（日）10：00AM～６：00PM
ところ／京都文化博物館（１/11以外の月曜と１/12、12/28～１/４休館）
　　　　京都市中京区三条高倉　☎075-222-8183

と　き／９月19日（土）～12月13日（日）10：00AM～６：00PM
ところ／何必館・京都現代美術館（月曜休館）
　　　　京都市東山区祇園町北側271　☎075-525-1311

縦横無尽に生きる・小川千甕展
～彼は、仏画師・洋画家・漫画家・日本画家だった～

何必館コレクション・魯山人と遊ぶ展

「つばき鉢」1938年

「閑林」1954年

→1/26

→1/3

第４回
コレクション展 館内改修のため全館休館

全館休館
新春特集陳列 さるづくし－干支を愛でる－（～１/24） 
特集陳列 刀剣を楽しむ－名物刀を中心に－（～２/21） 
特集陳列 獅子と狛犬（～３/13）　　　　　　　　　　

祇園祭－木賊山の名宝－（～１/24）　　　　
（公財）京都府埋蔵文化財調査研究センター設立35周年記念

　和魂漢才－京都「交流」の考古学－（～１/11）

休館

日本のふるさと　大丹後展（～１/17）

小川千甕－縦横無尽に生きる　（～１/31）

第100回
表展

琳派400年記念
第15回京都現代

写真作家展 
京都写真ビエン

ナーレ2015

Illustration OGOB展 
京都嵯峨芸術大学短期大学部

第24回 帆の会展
書　十二月の会
包容現代水墨画作品展

いづみ
会書展

音楽
会

イベ
ント

音楽
会

音楽
会

音楽
会

音楽
会

イベ
ント
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音楽
会

音楽
会

音楽
会

音楽
会
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会
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会

THE GIFT 
BOX 2015
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会

音楽
会
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企　　　　　　：企画および常設を中心に活動する画廊　 貸　　　　　　：貸画廊

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木

京都市美術館
左京区岡崎公園内
771-4107

本　館

別 館

京都府立
文化芸術会館
河原町府立病院前
222-1046

1F

2F

3F

京都府立堂本印象美術館
北区平野上柳町26　463-0007

企 何必館・京都現代美術館
東 山 区 祇 園 町 北 側　525-1311

企
髙　 島　 屋
下京区河原町四条下ル

221-8811

画　廊

グランド
ホール

企
大　　　 丸
中京区四条高倉
211-8111

画　廊

ミュー
ジアム

企 中 信 美 術 館
上京区下立売油小路東入 　417-2323

企 並河靖之七宝記念館
三条通北裏白川筋東　752-3277

企 美術館「えき」KYOTO
J R京都伊勢丹７F　352-1111

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木

貸 アートギャラリー北野
中京区三条河原町東入　221-5397

貸 企 アートスペース虹
三条蹴上都ホテル隣　761-9238

貸 企 アートスペース東山
東山区三条神宮道東入　751-1830

貸 企 Art Spece MEISEI
中京区寺町竹屋町上ル　744-0122

貸 企 アートギャラリー博宝堂
左京区岡崎神宮道東側　771-9401

貸 企 綾小路ギャラリー武
下京区綾小路高倉東入ル　351-4787

企 イムラ・アート・ギャラリー
左京区丸太町川端東入　761-7372

企 一 心 堂 画 廊
中京区烏丸通六角下ル　211-1013

貸 芸 艸 堂 画 廊
中京区寺町二条下ル　231-3613

企 絵 草 子
東山区新門前通東山西　551-9137

企 貸 延寿堂ギャラリーソフォラ
中京区二条寺町東入　211-5552

企 御 池 画 廊
北区小山上総町20-2　492-3083

企 カ ギ ム ラ 画 廊
中京区河原町四条上ル東入　221-2996

企 画 廊 お か ざ き
左京区岡崎神宮道西側　761-0027

→1/1

→1/4

→1/5

→1/12

→1/6

フェルメールとレンブラント：17世紀オランダ黄金時代の巨匠たち－世界劇場の女性－（～1/5）

休館

第83回 独立展

改組新第２回日展　京都展（～1/17）
第41回 昭和美術会展

第40回 グッドアート展

第100回 二科展
「瓜生山縦の会」

日本画作品展 第33回 
楽書会書展

第22回
アトリエ葵作品展

LA VOZ 21th

第53回
全市子ども会 

（自由画）美術展日本・コリア
友好美術展

筍々会展’15（日本画） 日本画ん展 第10回 日本画
グループ晨sinn展

企画展　京都日本画の軌跡－京都市立芸術大学所蔵品から－（～3/21） 
同時開催　堂本印象作品展 休館

何必館コレクション・魯山人と遊ぶ展

西
田
俊
英
展

陶と光りのはざまに 
（陶芸・写真）

集い展 ～クリスマスを
一緒に過ごそう～ 干支彫刻展

工芸美術　創工会展
第47回　十騎会（洋画） 若尾経　青瓷展

「リトルプリンス　星の王子さまと私」展

輪
島

漆
芸

井上慎介油彩画展 迎春・季節物　掛軸
紅札市 京の中古道具市 アントワーヌ・アンリ絵画展

中
西

玉
蘊

「石本正　新作展－旅－」 
（月曜休館） 冬期休館

秋季特別展「並河七宝の古雅」 休館

北欧から届いたファンタジー　切り絵作家　アグネータ・フロックの世界展

由良個展
～ゆら野山の花を描く～（平面）

情熱の画家安食洋個展
シアワセノハナ（平面）

相田実来マンガ展 冬期休廊京都フォーシーズン
フォトクラブ展 京都精華大学マンガ研究科院生展

レ・ターン　　　　 
グェン フーン（陶）

カレンダー for 2016 
（月曜休廊） 冬期休廊

一居孝明・一居弘美　二人展 
（月曜休廊） 冬期休廊

河本万里子・前田恭子
　日本画展－華謳－ 日本画６人展 紙遊び展

ジョエル・スチュワート作品展 常設展

画工　殿村栄一 
「まぁるい心」展

洋画・日本画常設展

木版画常設

常設展

加藤美樹展（陶磁器） 
（木曜休廊） 休 大石早矢香展－メリーゴーランド－（陶） 

（木曜休廊） 休

フルイミエコ展 洋画／日本画常設展 
（日・祝休廊） 冬期休廊

日本画常設展

現代工芸作家常設展
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〔今月の展覧会より〕

　日本の伝統的なデザインや素材・技術を用いて再構成された現代美術を紹介して
いくシリーズ、「ジャパニーズ・モダン 江戸から現代へ」第３回は、近年、和紙に
墨で描いた作品を発表する片山雅史氏の新作展です。
　片山氏は、前回発表の「螺旋」シリーズと同じく和紙に墨で描く手法を用いて内
包する命（生と死）について「ひまわりの花の中心」や「幾重にも重なり合う蝶で
描かれた轆轤」、「鯉」等を対比させながら「メメント・モリ（死を忘れるな）」と
問いかけます。

❖ 会期中の11月29日、片山雅史新作展に合わせ、作曲
家池田明子氏との絵画と音楽、異なる二つの分野の
アーティストによるコラボレーションが発表されま
した。今回の共同制作では、片山氏が新たに絵画を
制作。

　 その絵画上に作曲家池田氏による作曲・楽譜制作が行われ、ヴィオラ奏者 永久真里恵氏
による初演演奏が行われました。

　尚、絵画作曲作品（初演楽譜）は、会期中展示しております。

　母国オーストラリアで油絵や彫刻の大作を発表し、美術館での個展やパブリック
アートの委嘱制作を次々行なうなどスケールの大きな活動を展開、国際的にも知られ
るディーン・ボーエン。1995年に銅版画の実力派作家としてギャルリー宮脇で日本 
デビューを飾り、そのナイーブな詩情と豊かな幻想、プリミティブなユーモアがあふ
れる大胆不敵な創作で人気を博し、日本でもコンスタントに発表を続けてきました。
本展では旧作版画のベストセレクションに、油絵、水彩、新作リトグラフも併せて約
60点を展覧致します。

略歴：
　1957年生まれ。メルボルン在住。RMIT版画修了。
モナシュ大学で博士号（版画）取得。国際展受賞出品
多数。国内コンクールに、大阪トリエンナーレ版画、
神奈川国際版画トリエンナーレ、さっぽろ国際現代版
画ビエンナーレ、高知国際版画トリエンナーレ、兵庫
国際絵画コンペティション〈再生／ Renascence〉。
　美術館企画展出品に、滋賀県立近代美術館「天体と
宇宙の美学」、東御市梅野記念絵画館「ねこだらけ」。

☆ 記念パンフレット無料配布／谷川晃一特別寄稿  
『子どもに向かって成長してゆく画家』収載

★ 記念イベント12月19日（土）午後３時～  
／いしいしんじの〈その場小説〉  

（定員あり要予約・￥500）

第３回「ジャパニーズ・モダン 江戸から現代へ」

片山雅史展―楽園へ

ディーン・ボーエン
日本デビュー 20周年記念展

と　き／11月28日（土）～12月23日（祝）12：00～18：00
ところ／ギャラリー白川（月曜休廊）（東山安井信号東入ル南下ル）
　　　　京都市東山区祇園下河原上弁天町430-１　☎075-532-2616

と　き／11月28日（土）～12月20日（日）１：00PM～７：00PM
ところ／ギャルリー宮脇（月曜休廊）
　　　　京都市中京区寺町通二条上ル東側　☎075-231-2321

「アーバノロジー2」1995年
67×89cm　カラー銅版画

「ヤングハリモグラ」2008年
15×20cm　銅版画

「星降る夜」2005年
67×89cm　カラー銅版画

「青い鳥」2015年
48×68cm　カラーリトグラフ

楽園へ／メメント・モリ
2015　部分 和紙・墨

鯉魚登瀧図-アルカディアへ
2015　和紙・墨・雲母粉
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〔今月の展覧会より〕

　今年は丸木位里先生の没後20年にあたります。当画廊では1989年以来22
回目（池袋モンパルナス展３回を含む）の丸木夫妻に関わる展示です。
　生前、杖をついて毎年の展覧会に来てくださったお二人の姿が懐かしく
偲ばれます。今回は、最後までお二人のお世話をされた姪であり、画家の
丸木ひさ子さんにもご出品いただきます。
　「原爆の図」という大きな共同制作をしつつ、様々な作品を残された位
里さん、俊さんの画業の一端にふれていただく機会になれば幸いです。

丸木位里（まるきいり）
1901年、広島県の船宿兼農家に生まれる。’36年、川端龍子主宰の青龍社
展に出品。’38年、青龍社をはなれ、岩橋英遠、船田玉樹らと歴程美術協会の創立展に参加し、日本画の革新に取り組む。 
’39年、福沢一郎、麻生三郎、靉光らとシュールリアリズムの団体、美術文化協会を創立。’41年赤松俊子（丸木俊）と結婚。
アトリエ村“池袋モンパルナス”に住む。
’45年、広島に原爆が投下された数日後に家族の住む広島に入り、約１ヶ月間救援に当たる。’46年、日本美術会に参加。 
’47年前衛美術協会を創立。’50年、日本美術会主催のアンデパンダン展に俊とともに「原爆の図」第１部を発表。同年中
に第３部まで完成発表。以後、俊との共同制作による「原爆の図」他の大作を制作する一方、現代日本美術展、ニッポン
展、日本国際美術展、日本アンデパンダン展（以上東京都美術館）、秀作美術展（日本橋・三越第１回～15回）等の展覧
会に次々に大作を出品し、「臥竜梅」（国立近代美術館蔵）他の独自の作品を残した。’94年、俊とともにノーベル平和賞
の候補に。’95年死去。享年94歳。俊とともに朝日賞受賞。

ヒルゲート夜話市民講座Bコース　　12月11日（金）18：00～20：00　ギャラリー１F
　参加費：1,000円（学生500円）　定員40名（要予約）茶菓子つき
　講　師：岡村幸宣（原爆の図丸木美術館 学芸員）
　　　　　新しい反核の時代と「ガンバ区の図」―戦後70年・アメリカ展の報告―

丸木位里没後20年
丸木位里・俊・スマ・ひさ子 ４人の絵画展

と　き／12月８日（火）～12月13日（日）12：00～７：00PM
ところ／ギャラリーヒルゲート（１F ・２F）
　　　　京都市中京区寺町三条上ル　☎075-231-3702

　「極光」はこの展覧会のタイトルであるとともに、伊藤竜也が作り出した釉薬の
名前である。
　彼は始め、国宝の窯変天目に憧れ、かの作品に迫ろうと研究を重ねていた。だが
ある日、友人から「既に存在するものを追随するのではなく、自分自身の作品を作
り出すのが本筋ではないのか」と問いかけられた。彼は自問自答の末、それはそう
だ、自分にしかできないものを作ろう…と決意し、その答えが工夫を重ねて編み出
した釉薬「極光」である。
　「極光」は釉調の変化を持たせるために、基礎になる釉薬の上に二重に釉薬を施
してある。釉薬の厚みが厚すぎると剥がれてしまうので、慎重に施釉しなければな
らない。また、焼成方法にも工夫が重ねられており、何度も火の試練に耐えて、作
品は完成する。そうして完成した作品は、色も輝きも非常にデリケートで、写真で
はなかなか本当の美しさは伝わらない。北極のオーロラが映像に移りにくいのと同
じで、「極光」も実際に手に取っていただかないと、あの美しさはわかってはいた
だけないように思う。
　伊藤竜也の作品を初めて目にしたのは、昨年開催された「日吉開窯100周年記念
コンペディション」の時だった。次世代を担う若手を発掘しようと企画された展覧
会だったが、その会場でひときわ美しく輝く上品な小鉢がそれだった。深い紺青色
の高杯の小鉢。やはり、どの人もそう思ったのか、人気投票の結果、グランプリ作
品となりすぐに売れてしまった。よほど手慣れた作者の作品かと思っていたら、背の高い男の子が恥ずかしそうにやって
きて、初めてのコンペで、作品を人前に出すのもあまり経験がないと語った。京都陶磁器会館ではすぐに追作を依頼し、
今日まで彼の作品をお預かりしている。
　伊藤竜也の作品は、最近、格段に洗練されてきた。今年の「京焼・
清水焼展」でも、京都市長賞を獲得、そして今回、初めての個展を弊
館のギャラリーで開催できることは、京都陶磁器会館としても大きな
喜びだ。是非、一人でもたくさんの方に、会場で火によって永遠に刻
まれた伊藤竜也の「極光」をご高覧いただきたいと願っている。

伊藤竜也「極光」
と　き／12月11日（金）～23日（水）９：30AM～５：00PM
ところ／京都陶磁器会館２Fギャラリー（木曜休廊）
　　　　京都市東山区東山五条上ル　☎075-541-1121

丸木位里「塔のある風景」

紫峰窯・伊藤竜也陶歴
1988年　京都に生まれる
2009年　京都府立陶工高等技術専門校　成形科修了
2010年　京都府立陶工高等技術専門校　研究科修了
2014年　日吉開窯100周年記念コンペティション
　　　　一般投票で選ぶグランプリ　受賞
2015年　京焼・清水焼展　京都市長賞受賞
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 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木

企 画 廊 き よ み ず
東山区清水五条坂　525-2062

企 貸 画 廊 後 素 堂
中京区新町丸太町下ル　231-0938

企 画 廊 彩 雲
宇治市折居台1-4-40　23-1468

企 画 廊 た づ
東山区神宮道三条西入ル　771-8225

貸 画 廊 ビ ー ナ ス
三条大橋東一筋目上ル東　771-3104

貸 ぎおんギャラリー八坂
東山区祇園町南側　525-1717

貸 企 ギ ャ ラ リ ー M
中京区蛸薬師高倉西　221-0979

貸 ギャラリーカト
中京区寺町御池下ル 231-7813

1F

2F

企 貸 ギャラリーかもがわ
上京区堀川出水西入　432-3558

貸 ギャラリー祇園小舎
東山区四条通縄手東入　551-3828

貸 ギャラリー吉象堂
中京区三条柳馬場東　221-3955

貸 企 ギャラリーCreate洛
中京区丸太町通堺町角　708-7898

貸 企 ギャラリー恵風
左京区丸太町東大路東入 771-1011

1F

2F

貸 ギ ャ ラ リ ー 佐 野
中京区寺町蛸薬師西北角　221-2767

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木

企 ギャラリー三条祇園
中京区寺町通御池上ル　221-6401

企 ぎゃらりぃ思文閣
東山区古門前大和大路東　761-0001

企 ギ ャ ラ リ ー 白 川
東山安井東一筋目南　532-2616

貸 ギ ャ ラ リ ー 翔
左京区北山通下鴨中通東　724-8154

貸 企 ギ ャ ラ リ ー 16
東山区三条通白川橋西入上ル　751-9238

企 ギ ャ ラ リ ー 創
中京区河原町御池上ル　251-0522

貸 ギ ャ ラ リ ー 象 鯨
中京区姉小路柳馬場東　253-0738

貸 ギャラリー高倉通
中京区高倉姉小路下ル　221-3390

貸 ギャラリー Little House
下京区室町四条下ル　090-9977-1559

企 ギャラリー鉄齋堂
東山区新門前東山西　531-6164

企 貸 ギャラリー知（とも）
中京区寺町通丸太町東入ル南側　585-4160

企 ギャラリーなかむら
中京区姉小路河原町東　231-6632

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 中 井
中京区木屋町三条上ル　211-1253

企 ギャラリー白梅園
北区北野上白梅町63　461-0427

貸 企 ギャラリーヒルゲート
中京区寺町三条上ル 231-3702

1F

2F

企 ギャラリー美楽堂
東山区神宮道三条上ル　761-9710

〘短信〙 京都画廊連合会ニュースの展覧会紹介記事で掲載している作品の画像は、当画廊のホームページ（http://www.kyoto-art.net/）では、  
 すべてカラー図版として掲載しています。どうぞお楽しみください。
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日本画常設展

貸画廊受付中

展示休廊（日祝休廊） 冬期休廊

日本画常設展

黒岩豊隆　墨彩画展 
（水墨画・石仏の観音）

京都産業大学写真
研究会７名展

KŌSHŌイラストや立体 
６人の京都精華大学生が展示

手づくり作品展 
内山安子 
他１名

ドイツの旅展（チェアリーディング世界大会） 
（松本祐佳）

クリスマス画・ヨーロッパを絵にする展 
（松本祐佳）

友彩展 大谷大学写真部冬舞展 
「揺蕩う」 冬期休廊

竹内淳子展（火曜休廊）
－いきものがたり－（日本画）

神門やす子　墨と遊ぶⅪ　（～１/11） 
（火曜休廊） 休廊

石田とおる　
油絵展

ブルージュ＆シャンパーニュ
水彩画スケッチ紀行展

墨彩で見る青銅器
展　吉田眞三

鴻楽会展 第32回　　　　　　 
銅版画グループ遊展

宮本英雄展（洋画） 池田直子・柏倉涉子・三谷紘子
三人展（洋画） 松村和紀展（洋画） 冬期休廊

北川安希子展（平面） Christmas Selection展（平面）（月曜休廊）
冬期休廊

安井良尚展（版画） 笠井遥展（平面） 松井利夫展（陶）
彫刻六人展 

三宅五穂　高松清　柏木みどり 
伊勢信子　松田貞雄　木代喜司

紙の昆虫展

第３回「ジャパニーズ・モダン・江戸から現代へ」片山雅史展－楽園へ－（月曜休廊）

第５回ミツナガ手織り
教室作品展

黒田さかえ作品展 
（油彩・水彩・銅版画他）

クリスマス小品展 
（絵画・彫刻他）

はるさんの思考展PARTⅡ 
－中陰の世界の旅－

はるさんの思考展PARTⅢ 
－その向こうの世界－

はるさんの思考展PARTⅣ 
－そして生命・宇宙－ 冬期休廊

常設展　鴨居玲、熊谷守一、伊藤若冲、白隠、曽我䔥白

常設展（貸ギャラリー受付中）

貸画廊予約受付中

貸ギャラリー受付中

常設展（６、９、18、19休廊） 冬期休廊

マックス 
バベスキ

12月５日ボディ 
ペインティング 

イベント
鳥彦　見放された街 京都造形大学日本画 

大学院生グループ展

中原史雄展（洋画）（月曜休廊）

芥川清　恵子展

常設展

北村美佳展 
（二科会員）

丸木位里没後20年 
位里・俊・スマ・

ひさ子展
池田良則展 

（油・水彩・日展評議員）
京都十景 第６集展 

（版画京都展委員会）
年末年始 

休廊

常設展示（月曜休廊） 冬期休廊
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 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木

企 GALLERY FUKUMI SHIMURA
左京区岡崎神宮道西側　746-3303

貸 企
ギャラリーマロニエ
河原町四条上ル東側

221-0117

3F

4F

5F

貸 ギャラリーみすや
中京区三条河原町西入　211-5997

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 唯
左京区岡崎神宮道東側　752-0348

企 ギャラリー洛中洛外
山科区清水焼団地内　595-5450

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 龍 馬
河原町三条下ル東入　211-7700

企 ギャルリー正観堂
東山区切通新門前上ル　533-4110

企 ギ ャ ル リ ー 宮 脇
中京区寺町二条上ル　231-2321

企 貸 ギャルリー百音（もね）
左京区岡崎神宮道東側　708-2138

貸

ギ ャ リ エ
ヤ マ シ タ
中京区寺町三条上ル
231-6505

1号館
1F

2F

2号館
1F

2F

貸 企 京 都 ギ ャ ラ リ ー
中京区烏丸通錦上ル東側9F　257-5435

企 京都芸大ギャラリーアクア
中京区御池通堀川東入　334-2204

企 京都芸術センター
中京区室町蛸薬師下ル　213-1000

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木

企 京都市学校歴史博物館
下京区御幸町通仏光寺下ル　344-1305

企 京都陶磁器会館
東山区東大路五条上ル　541-1102

1F

2F

貸 企 京都万華鏡ミュージアムアートスペース
中京区姉小路東洞院東入　254-7902

企 COHJU contemporary art
中京区丸太町寺町西　256-4707

1F

2F

貸 企 堺 町 画 廊
中京区堺町御池下ル　213-3636

貸 里 見 有 清 堂
中京区堺町三条上ル　221-5423

企 蔵 丘 洞 画 廊
中京区御池寺町東入　255-2232

企 大 雅 堂
東大路通祗園上ル　541-7388

企 梅 軒 画 廊
中京区烏丸四条上ル　221-3510

企 貸 ポルタギャラリー華
下京区京都駅前地下街　365-7533

企 星 野 画 廊
東山区神宮道三条上ル　771-3670

企 松 本 松 栄 堂
中京区寺町夷川上ル　212-0626

企 貸 まるごのギャラリー
中京区姉小路寺町東入　744-0105

企 村 田 画 廊
左京区松ヶ崎泉川町18-4　703-8960

貸 ヤマモトギャラリー
中京区姉小路寺町東入　231-2341

発行：京都画廊連合会　京都市中京区高倉三条上ル　京都府京都文化博物館内（☎222－0895）
〔京都画廊連合会ニュースの購読予約受付中〕１年間￥2,000円です。毎月末にお手許に届けられます。申込みは星野画廊（☎771－3670）まで振込用紙をご請求ください。
http://www.kyoto-art.net/
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志村ふくみ・志村洋子　作品常設

鈴鹿芳康（写真）（７日休廊）

京都写真展

川勝五大（彫刻）

冬期休廊京都府肖像写真技能士会写真展
「翔貌～京の僧侶」 How are you 

photography ? （写真） 川勝英十津（漆）
メチエシリーズ展（染色）

山田虹赤　個展

漆・永守紋子個展（月曜休廊） 冬期休廊

陶芸作品　常設展示 酒器百撰

龍馬と酢屋　常設展（水曜休廊）

常設展示（水曜休廊） 冬期休廊

ディーン・ボーエン日本デビュー 20周年記念展 
（月曜休廊）

天田毅　青白磁陶芸展＆絵画・工芸　在庫処分市 
（７、14、21休廊）

冬期休廊 
※元旦から営業

暮らしのクラフトゆずりは京都展 「京都と福岡を結ぶ仲間展」 立命館大学写真部 
冬季展楽しい散歩写真展（写真） GEIKON13会（油画）

松田節憲 水彩画教室展 佛教大学写真研究会展 ステンドグラス聖母クラブ
作品展

京都産業大学写真部
「新人展」

青木伸写真展 
「素敵な人たちとⅢ」

貸ギャラリー受付中

岡崎和郎／大西伸明 Born Twice
休館 京都市立芸術大学第26回留学生展（14日休館） 休館

谷穹個展□□－□□（うつろ）（陶芸） 伊藤早樹子個展「カメのしじみ」（14日休館）

アン・リスレゴー展　『Shadow YaYa』

近代京都画壇の名品にみる 
日本画余白の美（後期）（水曜休館）

北川宏幸
陶展 マエストロ貴古展 常設展示（木曜休廊）

休
常設展示（木曜休廊） 伊藤竜也「極光」（木曜休）

保事協フォトクラブ 
第12回写真展

ゆう美術 
研究所作品展

“Twelve love poems and a song of despair”（日・月休廊）

あべ弘士展（月曜休廊） 河野文睿　四君子展 冬期休廊

貸画廊受付中

土井沙織展－カーテンのむこう－ 常設展　蔵丘洞ノ棚コーナー 
（日・祝休廊） 冬期休廊

常設展（コンセプチュアルリズム
アート）（日・祝休廊）

e・g・g・o 0050 
秋山はるか展

常設展（コンセプチュアルリズム
アート）（日・祝休廊）

冬期
休廊

日本画・洋画　常設展（日祝休廊） 冬期
休廊

佐々木真弓 
ステンドグラス展 国際交流ポルタギャラリー華展 染色・新庄幸子展 Yogi de Baer

　  新庄文明「白の器」展

明治・大正・昭和名作発掘品展（日・月休廊） 冬期休廊

新・古書画常設展

まるごのかいわい展 
（水曜休廊） 冬期休廊

常設展（火・祝休廊） 冬期休廊

「双星展」 
日本画と書道


